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池キャンパスの周りは桜が開花し、鶯が春を告げています。会報20号をお届けする時期となりまし
た。看護学部同窓会は、令和２年３月に82名の卒業生、17名の修了生を迎え、会員数2264名となり
ましたことをご報告します。また、平成23年に創設された本同窓会は、今年で10年を迎え、梶原和歌
会長を中心に座談会を開催し、“同窓会の今、これから”について熱く語り合いました。これまでの軌
跡を基に、これから10年の発展・進化を模索していきたいと考えております。

さて、同窓生の皆様におかれましては新型コロナウイルス感染症による様々な影響や対応に苦慮されているのでは
ないかと察しております。不安定な情勢から皆様の日常がはやく取り戻せるようにと願っております。高知県立大学は
過去に例のない年度末を迎えました。学びの集大成としての看護研究発表会、学位論文発表会が中止となり、16グ
ループの卒業研究、11名の修士論文、６名の博士論文の発表の機会や研究協力施設の方々、ご支援いただいた同

窓生に直接ご報告する機会を持てず残念でした。卒業式・修了式は中止となりましたが、看護学部、看護学研究科は
池キャンパスで野嶋佐由美学長に式辞を賜り、学位記授与式を執り行うことができ、卒業生・修了生は皆、それぞれ
の目標や希望を胸に羽ばたいていきました。インドネシアからの初めての留学生で、5年一貫の博士課程共同災害看
護学専攻のハストロさん（DNGL2期生）に、博士（看護学）災害看護グローバルリーダーの“学位記”と国際交流推進賞

が授与され、今後の世界レベルでの活躍とインドネシアとの国際交流のさらなる推進力となることが期待されました。
ハストロさんの最後の言葉は、“さよならではなく、また会いましょう”で、同窓生のネットワークが世界に広がる響きを
感じました。国際交流への多くのご支援を頂いている看護学部同窓会に心より感謝申し上げます。
入学式は中止となりましたが、看護学部に83名、看護学研究科前期課程に17名、後期課程に5名の新入生をお迎え

します。全国の様々な場で活動されている同窓生の皆様と情報交換・共有し、新型コロナウイルス感染症による教育
研究への影響を最小限にしていきたいと思います。よろしくお願い致します。最後に、同窓生の皆様、7月18日（土）の

高知女子大学看護学会、夕方からの新永国寺キャンパス生協食堂での看護学部同窓会総会と懇親会で、是非お会
いしましょう。

ご あ い さ つ 同窓会副会長 藤田佐和

① 同窓会副会長ごあいさつ ⑤ フレッシュに活躍する卒業生
② 同窓会の今、これから ⑥ 同窓会による学生・卒業生活動支援
③ 先輩の職場は今 ⑦ 看護学部は今
④ 幅広い領域で活躍する修了生 ⑧ 温故知新



2 2 45

4

2

10 20

20 45 80

70 20

1 1 2
1 2 1 2

3 4

20



2 2 45

4

2

10 20

20 45 80

70 20

1 1 2
1 2 1 2

3 4

20



1 1 4

2 3

1 2 3

PR
PR



1 1 4

2 3

1 2 3

PR
PR



D1 D D11
D8 5

4

SOS

18

NICU GCU

2

NICU GCU

18

…… 

65
2019 4

1
1

1



D1 D D11
D8 5

4

SOS

18

NICU GCU

2

NICU GCU

18

…… 

65
2019 4

1
1

1



2002
3 2019 6 6 CNS

13 CNS CNS
CNS 23

CNS

CNS

CNS 1

CNS
CNS

1

1

11 3 6 9 8 1



2002
3 2019 6 6 CNS

13 CNS CNS
CNS 23

CNS

CNS

CNS 1

CNS
CNS

1

1

11 3 6 9 8 1



1

2

3

4

2004
500 1,000

2012

1 

781-8515 2751-1 088-847-8718 (



1

2

3

4

2004
500 1,000

2012

1 

781-8515 2751-1 088-847-8718 (



20
82 17 2264

23 10

10

16
11

5
DNGL2

83 17 5

7 18

2 3 5 7 4


